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開催場所：鹿屋体育大学 

試合区分：第 25回全九州大学バスケットボールリーグ戦  

試合期日：2018年 10月 21日(日) 

試合時間：15：40～ CC：甲木義徳  FU：柿原実   SU：野田宏樹      

第１ピリオド 

試合開始とともに、＃４６今林のシュートが立て続けに決まり勢いに乗る福岡大。対する

東海大は速いパス回しから＃７石橋、＃２１松井の３Ｐシュートで得点を重ね一進一退の

攻防が続く。両チーム、ドライブ中心の攻めるオフェンスを展開し福岡大は＃２３森本、

一方東海大は＃６石井がシュートを確実に決める。両者譲らない、激しい攻防は続き２４

－１９福岡大一歩リードで第１ピリオド終了。 

第２ピリオド 

東海大＃１４権藤は積極的にゴールに向かい、残り７：２８、２本のフリースローを確実

に決めついに同点に追いつく。一方福岡大は中盤＃１４村上、＃１７丹の３Ｐシュートが

立て続けに決まり、流れを掴まれたくない東海大残り５：５５タイムアウトを請求。タイ

ムアウト明け＃６石井、＃２０玉井の３Ｐシュートなどで得点するも、福岡大＃６松尾、

＃２３森本のバスケットカウントなどでなかなか点差を縮めることはできず４３－３９、

福岡大リードで前半終了。 

第３ピリオド 

セットプレイから確実に１本狙う福岡大は＃１７丹を中心に前半の流れそのまま着実に相

手を突き放していく。対する東海大はアーリーオフェンスを展開し、＃２１松井、＃１３

久保のインサイドプレイで攻撃を組み立て少しでも追いつこうと奮闘する。流れを呼び止

めたい東海大は残り１：５３後半１回目のタイムアウトを請求。タイムアウト後、相手の

シュートを抑え、東海大＃１３久保が得点し、６３－５６拮抗したゲームが続く中、第３

ピリオド終了。 

第４ピリオド 

両チーム果敢に攻めるもなかなかシュートが決まらない苦しい時間が続く中、東海大＃９

清辻、＃１３久保がバスケットカウントをもらいチームに勢いをつけ、点差を４点まで縮

める。一方福岡大は＃１７丹、＃２３森本が安定したシュートで簡単に相手に流れは渡さ

ない。中盤、ゴールに向かうも、最後を決めきることができず得点に繋がらない東海大は

残り３：１５タイムアウトを請求。タイムアウト明け＃９清辻がドライブから得点するも、

最後まで福岡大の勢いを止めることはできず８７－７３で福岡大が勝利を収めた。 


